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【解説】情報通信（ＩＴ）機器、デジタル機器関連

調整局面に入り、１７年上期まで低調に推移してお

１７年下期は回復すると見込まれます。また、電気

展に伴い、電子部品に求められる品質要求は更に厳

しても、高強度、高導電性、高屈曲性の要求が強ま

主力製品であるＣ７０２５、ハイパーシリーズ（ハ

および圧延銅箔等の需要は、増加傾向で推移してい

市場展開や自動車市場向け製品（ＮＫＣ164、ハイパ

キ）の拡販も着実に進展しております。この結果、

産を計画しております。

　特殊鋼製品については、今年に入りブラウン管メ

とから、ブラウン管向け電子銃用ステンレス、パソ

を余儀なくされました。下期においては、液晶パネル

在庫調整も進むことで、実需レベルに向けて徐々に回

　この結果、金属加工製品全体では、対前期比１２

りました。
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平成１７年上期
生産実績見込

平成１６年下期
生　産　実　績

　１８，８４０
　（３，１４０）

　１７，８３２
　（２，９７２）

　　１，９８０
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　　３，０６０
　　　（５１０）

　　３，３６０
　　　（５６０）

需要については、１６年上期後半から

りましたが、在庫調整もほぼ一巡して

・電子機器の高機能化、多機能化の進

しさを増してきており、素材に対しま

ってきております。そのため、弊社の

イパーりん青銅、ハイパーチタン銅）

くものと見込まれます。さらに、中国

ー黄銅、ハイパーリフローすずメッ

伸銅品については対前期比９％増の増

ーカーが大きく生産調整を実施したこ

コンモニター用アンバーが大幅な減産

の低価格化進行の影響はあるものの、

復していくものと見込んでおります。

％増の２３，４００ｔ／期の計画とな
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